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１．第１回海岸保全基本計画検討委員会の
議事概要
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■議論していただいた内容
第１回海岸保全基本計画検討委員会において議論していただいた内容を以下に示す。

主な意見・とりまとめ【①山口県における平均海面水位の上昇量の設定値について】

主な意見
• 日本の気候変動 2025 が公表されたが、海面上昇量 1 ㎝程度の差であれば、施設整備時に余
裕高で調整可能であり、影響は小さいことから、昨年度の技術検討会で設定した 39 ㎝で良
いと考える。

• 海岸保全基本計画は、日本の気候変動 2025 以降に完成することから、最新知見を可能な限
り含めた形で設定した方がよいと考える。

• 日本の気候変動 2025 の最新知見を活用するのであれば、海面上昇量は北沿岸 40㎝、南沿岸
39 ㎝と数値が異なることから、設定が複雑になるため、北沿岸・南沿岸で数値を統一すべき
と考える。

委員長とりまとめ
海面上昇量は、最新知見を踏まえて検討したが、影響が小さいこと、設定が複雑にならない

ようにするために、技術検討会で検討した 39 ㎝で統一することとする。
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■議論していただいた内容
第１回海岸保全基本計画検討委員会において議論していただいた内容を以下に示す。

主な意見・とりまとめ【②今後の海岸保全対策について】

主な意見
• 気候変動による不確実性を踏まえ、まずは2075年時点の海面上昇量＋潮位偏差を見込んだ水
準までの施設整備を行った方が良いと考える。

• 将来における海面上昇量の確信度は高いため、初めから2100年まで見込み、潮位偏差は不確
実性を考慮して、増大量を按分して設定する案もあると考えられる。

• 水門等は手戻りが大きくなる可能性。初めから想定される最大値を見込む考え方もあり。
• 気候変動を考慮して施設整備し、事業費が多少増加しても、背後地の安全性確保が重要。
• 高性能な施設整備は、施工速度が低下するため、確度が低い要素を見込まない考え方もある。
• 市の財政状況を踏まえると、天端高を抑えることで進捗率が上がるため、基本的な考え方は
整理されても、実際には実施が困難となる懸念がある。

• 手戻りを少なくしたいが、観光地等は景観配慮も必要。天端高の設定に悩むところである。
委員長とりまとめ
• 追加で意見がある場合は事務局に連絡すること。意見は連絡調整会議等を通じて幅広く集約
し、第2回検討委員会時に提示される事務局案に対して、改めて議論を行うこととする。
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■参考：第２回連絡調整会議について
関連市町を対象に、第２回連絡調整会議を実施

質問・相談事項等を募集した結果、否定的な意見は特になかった。

１. 日 時： 令和７年７月３１日（木） １０：００～

２. 場 所 ：ＷＥＢ会議

３. 議 題 ：
①第１回検討委員会の議事概要
②今後の海岸保全対策について
③気候変動を踏まえた海岸保全基本計画（素案）について

４. 出席者（市町） ※市町コード順に記載
下関市、宇部市、山口市、萩市、防府市、下松市、岩国市、

光市、長門市、柳井市、周南市、山陽小野田市、周防大島町、
和木町、上関町、田布施町、平生町、阿武町

第２回 連絡調整会議の概要

・議題について、
質問・相談事項等を募集

・否定的な意見は特になし
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２.必要天端高について



必要天端高について
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■（１）必要天端高の算出方法｜検討手順
気候変動による外力変化（図1）を考慮し、図2の手順により必要天端高を算出

図2 必要天端高の検討手順

②波浪変形計算
（屈折・回折・浅水変形）

③代表断面の
選定

①沖波の設定
(波高・周期・波向）

④堤前波の抽出
⑤必要天端高

の算定

護岸等

1.07倍

+0.39m

必要天端高

30年確率波

出典：気候変動を踏まえた海岸保全のあ
り方 提言、令和2年7月に一部加筆

図1 気候変動による
外力変化イメージ

※技術検討会で検討
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■（１）必要天端高の算出方法｜沖波の設定
沖波抽出地点：技術検討会での設定地点を参考

確率規模：30年、波向：3方向を基本

※確率波高計算処理システム（中国地方整備局）」を使用

豊関南
宇部 山口

周南
柳井

岩国
豊関北

長門
萩

●沖波抽出地点：南沿岸

●沖波抽出地点：北沿岸

設計沖波（m)沖波
算出
地点

長期間の波浪推算による統計値
（1954年～2019年）【30年確率】
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■（１）必要天端高の算出方法｜越波流量・うちあげ高の使い分け

技術基準（海岸保全施設の技術上の基準・同解説） にもとづき、必要天端高を算定

越波流量の算定が可能な場合：越波流量（許容値0.01、0.02、0.05 m3/s/mの3種で判定）

砂浜海岸等：うちあげ高

出典：海岸保全施設の技術上の基準、p.3-31、一部加筆

図1 必要天端高の算定手法

【許容越波流量の設定値】

出典：海岸保全施設の技術上の基準、
p.2-68、 一部加筆

越波流量：合田の越波流量算定図等
うちあげ高：中村らの改良仮想勾配法
※一般的な手法
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■（２）代表断面の選定｜選定方法

・海岸保全施設（護岸・堤防・胸壁）がある箇所を基本
・住宅地、商業用地等、人口・資産が集積している箇所、現在事業中の箇所等を優先
・波浪の影響を受けにくい箇所（河道の内側等の遮蔽域）は、対象外

－：代表断面（対象）
－：代表断面（対象外）

人口・資産が多い
箇所を優先

波浪の影響を受けにくい
箇所は対象外

図 代表断面設定のイメージ
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■（２）代表断面の選定｜選定結果

下図に示すように、代表断面を設定した。

図 代表断面位置図（全域）

表 各ゾーンの代表断面数

備考
代表

断面数
ゾーン

山口南沿岸
（計114断面）

91.豊関南

192.宇部

163.山口

164.周南

455.柳井

96.岩国

山口北沿岸
（計31断面）

97.萩

148.長門

89.豊関北

計145断面

※過去の技術検討会で検討した断面を含む
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■（２）代表断面の選定｜選定結果（1.豊関南ゾーン）

下関市

山陽
小野田市
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■（２）代表断面の選定｜選定結果（2.宇部ゾーン）

山陽
小野田市

宇部市

山口市
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■（２）代表断面の選定｜選定結果（3.山口ゾーン）

防府市山口市
周南市
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■（２）代表断面の選定｜選定結果（4.周南ゾーン）

周南市

下松市

光市

田布施町
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■（２）代表断面の選定｜選定結果（5.柳井ゾーン ①）

田布施町

平生町

上関町

柳井市

周防大島町
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■（２）代表断面の選定｜選定結果（5.柳井ゾーン②）

周防大島町
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■（２）代表断面の選定｜選定結果（6.岩国ゾーン）

岩国市

和木町

柳井市
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■（２）代表断面の選定｜選定結果（7.萩ゾーン）

7.萩ゾーン② 7.萩ゾーン①

萩市
（見島）

萩市

阿武町
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■（２）代表断面の選定｜選定結果（8.長門ゾーン）

長門市

下関市

萩市

美祢市



必要天端高について
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■（２）代表断面の選定｜選定結果（9.豊関北ゾーン）

下関市

長門市
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■（３）必要天端高の算定結果｜山口南沿岸（1.豊関南～4.周南ゾーン）

1.豊関南 3.山口2.宇部 4. 周南

※今回示した必要天端高は、以下の理由により参考値扱いとする。
・波浪条件（沖波設定地点・波向等）は、各ゾーンの平均的な海岸の向き等を考慮して設定

→特定の海岸・施設に対しては、最適な波浪条件となっていない可能性
・代表海岸のうち一部の施設のみを対象とし、現況の施設構造・設置位置での嵩上げを前提

※従って、施設整備の際は、波浪条件、詳細検討した施設構造、設置位置等を踏まえて再度検証が必要

人工リーフ有 離岸堤有
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■（３）必要天端高の算定結果｜山口南沿岸（5.柳井～6.岩国ゾーン）

5.柳井 6.岩国

※今回示した必要天端高は、以下の理由により参考値扱いとする。
・波浪条件（沖波設定地点・波向等）は、各ゾーンの平均的な海岸の向き等を考慮して設定

→特定の海岸・施設に対しては、最適な波浪条件となっていない可能性
・代表海岸のうち一部の施設のみを対象とし、現況の施設構造・設置位置での嵩上げを前提

※従って、施設整備の際は、波浪条件、詳細検討した施設構造、設置位置等を踏まえて再度検証が必要

離岸堤有
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■（３）必要天端高の算定結果｜山口北沿岸（7.萩～9.豊関北ゾーン）

9.豊関北8.長門7.萩

※今回示した必要天端高は、以下の理由により参考値扱いとする。
・波浪条件（沖波設定地点・波向等）は、各ゾーンの平均的な海岸の向き等を考慮して設定

→特定の海岸・施設に対しては、最適な波浪条件となっていない可能性
・代表海岸のうち一部の施設のみを対象とし、現況の施設構造・設置位置での嵩上げを前提

※従って、施設整備の際は、波浪条件、詳細検討した施設構造、設置位置等を踏まえて再度検証が必要

離岸堤有人工リーフ有
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３.今後の海岸保全対策について
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「気候変動を踏まえた海岸保全のあり方 提言（令和2年7月）」による考え方を以下に示す。

【平均海面水位】整備・更新時点における朔望平均満潮位に、施設の耐用年数の間に将来
的に予測される平均海面水位の上昇量を加味するべき。

【潮位偏差・波浪】長期変化量の予測における施設設計への影響は大きい

■（１）海岸保全対策の考え方（国の指針・マニュアルの例①）

出典：気候変動を踏まえた海岸保全のあり方 提言（ 令和2年7月）、一部加筆

気候変動を踏まえた
海岸保全対策の

考え方
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「海岸保全施設の更新等に合わせた地球温暖化適応策検討マニュアル（案）」による考え方

施設整備における気候変動に伴う潮位偏差や波浪条件の設定において、施設の耐用年数
後（例えばコンクリート構造物では50年後）の外力変化量を見込むものとしている。

気候変動の影響による外力変化には不確実性があるため、必要天端高は供用開始から耐
用年数までの間に適宜見直すものとしている。

出典：海岸保全施設の更新等に合わせた地球温暖化適応策検討マニュアル(案)（平成23年6月）

■（１）海岸保全対策の考え方（国の指針・マニュアルの例②）

気候変動を踏まえた
海岸保全対策の

考え方
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■（１）海岸保全対策の考え方（国の指針・マニュアルの例③）

「港湾における気候変動適応策の実装方針（R6.3）」における考え方を以下に示す。

【順応的適応策】設計供用期間中に想定される作用変化に対して段階的に対応する方法。

【事前適応策】設計供用期間中の外力に対して初期段階で対応する方法。順応的適応策
の採用が困難と想定される施設や工法では、手戻り防止の観点から、事前適応策による設
計が望ましい。

事前適応策 順応的適応策

出典：港湾における気候変動適応策の実装方針（令和6年3月）

気候変動を踏まえた
海岸保全対策の

考え方



朔望平均満潮位(H.W.L)

潮位偏差（吸い上げ効果＋吹き寄せ効果）

今後の海岸保全対策について

現行：D.L.+10.1m

CASE①：D.L.+10.7m

CASE④：D.L.+10.4m

必要天端高

29

※本検討は、気候変動による将来の
不確実性を考慮し、段階的な施設整
備を想定した場合の必要天端高の算
出イメージを作成したものです。

気候変動の不確実性や施設整備の目標年次について、必要天端高の感度分析を実施

感度分析結果（嵩上量の比較）【目標年次の違い】 0.10m～0.20m程度。【気候変動による
潮位偏差増加の影響】0.10m～0.20m程度

■（２）気候変動の不確実性や目標年次が必要天端高に与える影響（感度分析）

嵩上量
必要

天端高
(D.L.)

気候変動による上昇量現行
設計

高潮位

目標
年次

CA
SE 合計

潮位
偏差

海面
水位

+0.6m10.7m+0.57m+0.18m+0.39m

D.L.+
6.44m

2100年①
+0.4m10.5m+0.42m+0.13m+0.29m2075年②
+0.4m10.5m+0.39m未考慮+0.39m2100年③
+0.3m10.4m+0.29m未考慮+0.29m2075年④
+0.0m10.1m---2025年現行

0.2m
（①-②）

0.1m
（③-④）

目標年次
の違い

潮位偏差が
増加する影響

0.2m
（①-③）

0.1m
（②-④）

波高

2100
年

2075
年

嵩上量の比較
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■（３）防護ラインの嵩上量が多い場合の対応策（①面的防護方式の活用）

出典：気候変動を踏まえた海岸保全のあり方検討委員会 参考資料に一部加筆

景観の阻害
背後地の逼迫等

【線的防護】景観の阻害や施設背後地逼迫のおそれ（下図Ａ）

【面的防護】沖合施設（離岸堤、人工リーフ等）や養浜等を組み合わせ、

防護ラインの必要天端高を低減させる（下図Ｂ）。

線的防護・面的防護
による必要天端高の

違い
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■（３）防護ラインの嵩上量が多い場合の対応策（②ハード対策・ソフト対策の併用）

・堤防等の嵩上げ
・粘り強い構造の堤防等の整備
・養浜、侵食対策等の実施
・関係機関と連携した排水機能の確保
・高潮位時の逆流防止対策
・総合土砂管理計画に基づく対策の実施

ハード対策 ソフト対策

※「気候変動を踏まえた海岸保全のあり方 提言、
令和2年7月」を参考に作成

ハード対策、ソフト対策の併用により、
気候変動により増大する外力に対応

※ハード対策のみの対策には限界

気候変動により増大していく外力に対して、ハード対策施設のみで防御できるレベルには
限界があるため、ソフト対策も適切に組合せながら対応していく必要がある。

・海象や地形等のモニタリングの強化
・最新の予測技術に基づいた設計外力の定期

的な見直し、手引き等の作成、それらを継続的
に実施する体制の構築

・海岸保全施設等のデータベース構築
・ハザードマップの作成
・水門・陸閘及び排水機場等での津波対策訓練
・避難判断に資する情報の分析・提供
・避難計画作成や訓練実施の促進
・総合土砂管理計画の作成
・防護ラインのセットバックや都市機能の移転・

集約等による土地利用適正化
・水害BCPの作成
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■（４）山口県における今後の海岸保全対策の考え方（案）

目標年は2100年とし、段階的な整
備により対応することを基本

施設の耐用年数等を踏まえて、段
階整備の目標年を定める。

防護ラインの嵩上が困難な場合に
は、沖合施設（離岸堤等）の整備
やソフト対策を組み合わせる。

水門等、追加工事が困難な施設
では、将来の施設改良を考慮した
設計とする等、手戻りができるだけ
少なくなるように留意する。

気候変動予測には不確実性があ
ることに留意し、最新のデータ・知
見等を収集しながら検討する。

山口県における今後の
海岸保全対策の考え方（案）

高さ

2100年

目標年

現況
天端高

施設の耐用年数

計画天端高

気候変動による上昇量
（海面上昇量、潮位偏差、波浪）

現在（気候変動前）

※不確実性があることに留意
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気候変動の影響を考慮した海岸保全基本計画（素案）
■海岸保全基本計画の変更方針 気候変動関連赤字：時点更新

該当頁（新）
変更内容目次（現行計画）

北沿岸南沿岸
序 編 海岸保全基本計画の策定について

p.1p.1【追記】海岸保全基本計画変更の経緯前文
－（海岸法は最新）１ 海岸法の概要

p.4p.4【追記】海岸保全基本方針変更の概要２ 海岸保全基本方針及び海岸保全基本計画の概要
第１編 海岸の保全に関する基本的な事項

p.6p.6【更新】「やまぐち未来維新プラン」を記載１ 海岸の現況及び保全の方向に関する事項
p.9

～18
p.9

～19
【更新】防護水準（表）【追記】気候変動シ
ナリオ、海岸保全対策の考え方等

２ 海岸の防護に関する事項

－３ 海岸環境の整備及び保全に関する事項
－４ 海岸における公衆の適正な利用に関する事項

第２編 海岸保全施設の整備及び維持・修繕に関する基本的な事項
p.21p.23【削除】区域数の記載を削除１ 海岸保全施設を整備しようとする区域

※本文変更なし。計画事項表・附図更新２ 海岸保全施設の種類、規模及び配置等
※本文変更なし。計画事項表・附図更新３ 海岸保全による受益の地域及びその状況

p.22p.24【追記】予防保全型・状態監視型管理４ 海岸保全施設の維持・修繕の方法

p.24～p.26～【更新】防護水準の検討結果を反映＜計画事項表・附図＞
34
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■海岸保全基本計画の改訂までの流れ
【R6年度】技術検討会を３回開催（気候変動の実態把握、外力の将来予測）

【R7年度】海岸保全基本計画を改訂予定（年度内）

防護水準（案）の算定

素案作成

公表

整備方針案の検討
海
岸
保
全
基
本
計
画

検
討
委
員
会

現在までの実態把握

気候変動を踏まえた計画外力の方針

数値シミュレーション（再現性確認）

将来予測結果（暫定値）の提示

気候変動を踏まえた計画外力の設定

海
岸
保
全
基
本
計
画
の
変
更
に
係
る

技
術
検
討
会

令和６年度

第2回

第3回

第1回

令和７年度

原案作成

第2回

第3回

第1回

パブリック・コメント

海
岸
保
全
基
本
計
画
の
改
訂

外
力
の
将
来
予
測

気候変動の
実態把握



海岸保全基本計画の改訂に向けた検討スケジュール

37

2025(R7)年度2024(R6)年度2023(R5)年度
実施項目 1～3

月
10～12

月
7～9
月

4～6
月

1～3
月

10～12
月

7～9
月

4～6
月

1～3
月

10～12
月

海岸の概要
気候変動の現状の整理
気候変動を踏まえた計画
外力の検討方針の整理
気候変動を踏まえた計画
外力の検討

防護水準（案）の算定

海岸保全基本計画の改訂

海岸保全基本計画
変更に係る技術検討会委

員
会 海岸保全基本計画

検討委員会

第１回 第３回第２回

7/18

第１回 第３回第２回

公表

パブリック
コメント

11/14 2/19
8/276/6
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■第3回山口県海岸保全基本計画検討委員会での報告内容について

①パブリック・コメントの結果および計画への反映方針

②市町からの意見集約の結果および計画への反映方針

③気候変動の影響を考慮した海岸保全基本計画（最終案）


